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国鉄改革時において、首

都圏とその他の地方では、

要員需給にアンバランスが

ありました。そのため、様々な

系統で「地域間異動」が行

われてきました。そして、２０

０６年度で終了しました。 

ですが、営業職場では、

東北・信越エリアに余力があ

り首都圏で不足が続くことか

ら、２００７年度から「エリア

異動」として新たな制度を構

築してきました。 

 東北・信越地方の組合員

は、積極的にこの制度を担

い、JR 東日本の顔である営

業職場を守ってきました。 

今回唐突に示された「エリ

ア異動の廃止」は、現在も

制度を担う組合員のモチベ

ーションを下げることに繋がり

かねません。エリア異動を担

う組合員の働きがいの確保

や、制度終了に対する不安

を発生させないために、早急

に議論を求めていきます！ 


